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氏 名    竹原 栄太郎 

推薦団体   熊本市 

主な活動地  熊本市 

  

概要 

竹
原 

栄
太
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本 

賞 

た
け
は
ら 

 
 

え
い
た
ろ
う 
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竹
原
栄
太
郎
氏
は
、
熊
本
県
の
伝
統
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
て
い

る
「
肥
後
こ
ま
」
を
製
作
し
て
い
る
工
芸
家
で
す
。 

 

「
肥
後
こ
ま
」
は
、
故
中
島
寅
男
氏
に
よ
り
十
三
種
類
考
案
さ

れ
、
こ
ま
に
使
用
し
て
い
る
色
は
身
体
の
五
臓
を
現
し
、
健
康
長

寿
へ
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
氏
は
故
中
島
寅
男
氏
に
師

事
し
、
技
術
の
向
上
に
取
り
組
み
、
全
十
三
種
類
の
肥
後
こ
ま
作

り
を
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。 

平
成
十
六
年
に
は
肥
後
こ
ま
製
作
所
「
ト
ッ
プ
ク
ラ
フ
ト
」
を

開
設
し
、
鋭
意
製
作
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
ほ
か
、
熊
本
市
く
ま

も
と
工
芸
会
館
に
て
肥
後
こ
ま
製
作
の
実
演
講
師
を
務
め
、
年
間

教
室
や
後
継
者
育
成
教
室
な
ど
、
次
の
世
代
へ
技
術
を
繋
ぐ
た
め

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。 

更
に
、
小
学
校
や
公
民
館
で
こ
ま
作
り
や
絵
付
け
体
験
を
行
い
、

こ
ま
の
魅
力
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
る
普
及
活
動
を
さ
れ
て
い
ま

す
。 こ

の
よ
う
に
、
氏
は
、
伝
統
工
芸
品
で
あ
る
「
肥
後
こ
ま
」
の

製
作
と
継
承
を
通
じ
て
、
本
県
の
文
化
振
興
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 平
成
十
年 

 
 

故
中
島
寅
男
氏
へ
師
事 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
〜
平
成
十
五
年
） 

平
成
十
六
年 

 

肥
後
こ
ま
製
作
所
「
ト
ッ
プ
ク
ラ
フ
ト
」 

を
開
設 

平
成
十
七
年 

 

く
ま
も
と
工
芸
会
館
で
実
演 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
〜
現
在
） 

平
成
二
十
四
年 

く
ま
も
と
工
芸
会
館
年
間
教
室
講
師 

（
〜
令
和
元
年
）

 

令
和
元
年 

 
 

く
ま
も
と
工
芸
会
館
後
継
者
育
成
教
室 

 

（
〜
現
在
）

 

令
和
四
年 

 
 

く
ら
し
の
工
芸
展
入
選 

役
職 

 
 
 
 
 

 
 

・
一
般
社
団
法
人
く
ま
も
と
工
芸
協
会
理
事 

 
 

・
肥
後
ち
ょ
ん
か
け
ご
ま
保
存
会
会
員 

こ
れ
ま
で
の
主
な
活
動
歴 


